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子
ど
も
ま
つ
り
は
、楽
し
さ
い
っ
ぱ
い

10月31日、多々良沼公園

で第28回子どもまつりが行われ、

約150人の子どもたちが参加しました。

参加した子どもたちは、手作りアスレチッ

クやレクゲームで楽しみました。小島理央さ

ん（上下西宿・7区）は、「初めて子どもまつりに

参加しました。友達とロデオなどの手作りア

スレチックで何回も遊びました。友達も

たくさんできて、とても楽しかった

ので、また来年も来たいな」と

話していました。

PH TO PALETTE

皆さんの身近で起きた出来事や楽しい話題、イベントなどの情報を

「広報おうら」編集部まで、お気軽にお寄せください。 Ｇ 47-5007
町
の
歴
史

　連
載
三
百
四
十
九
回

親
子
で
お
米
の
つ
か
み
取
り

地
元
食
材
で
す
い
と
ん
作
り

11月7日、役場周辺で邑楽町産業祭が行われました。お米のつかみ

取りやご飯の無料配布、即売、模擬店などが行われました。保健セン

ターで同時開催された邑多福まつりでは、骨密度レベルチェックな

どの体験コーナーや健康相談、屋外ステージなどが行われました。

11月11日、邑楽南中学校で地元の食材を使った調理実習が行われまし

た。生徒たちは、邑楽町生活研究グループの皆さんの指導で、すいとん

や蒸しパン作りに挑戦。半田涼介さん（水立大黒・23区）は、「すいとん

は、もちもちしていて、とてもおいしかったです」と話してくれました。

11月11日、邑楽南中学校で地元の食材を使った調理実習が行われまし

命
の
大
切
さ
を
感
じ
ま
し
た

11月17日、中野小学校で動物ふれあい教室が行われ、生徒たちは命の大

切さを学びました。鶴貝百香さん（前原・４区）は、「実際にうさぎを抱い

てみると、思ったより温かくてやわらかかったです。心臓が動いている

のも感じることができて、命の大切さを感じました」と話していました。

11月7日、役場周辺で邑楽町産業祭が行われました。お米のつかみ

11月17日、中野小学校で動物ふれあい教室が行われ、生徒たちは命の大

新田義興が祭られている新田神社（東京都大田区）

友
だ
ち
発
見
、わ
く
わ
く
冒
険
！

　篠
塚
東と

う

馬ま

　篠
塚
東
馬
は
篠
塚
伊
賀
守
重
広
の
子
と
し
て
、
こ
の
邑
楽
町

篠
塚
の
馬ば

ん

場ば

の
篠
塚
城
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
父
の
伊い

が

の

か

み

賀
守
重
広

は
新
田
義
貞
の
四
天
王
、
新
田
十
六
騎
の
筆
頭
と
し
て
天
下
に

勇
名
を
と
ど
ろ
か
せ
た
武
将
で
す
。
後
醍
醐
天
皇
の
准じ

ゅ

后ご
う

廉れ
ん

子し

（
新し

ん

待た
い

賢け
ん

門も
ん

院い
ん

）
に
仕
え
た
伊い

が
の
つ
ぼ
ね

賀
局
の
兄
に
あ
た
る
と
思
わ
れ

ま
す
。
篠
塚
東
馬
の
名
は
金き

ん

竜り
ゅ
う

寺じ

文も
ん
じ
ょ書

や
茨
城
県
岩
井
市
（
現

坂
東
市
）
幸こ

う

だ田
の
篠
塚
五
郎
右
衛
門
家
の
篠
塚
家
系
図
な
ど
に

出
て
い
ま
す
が
、
そ
の
消
息
は
明
か
で
あ
り
ま
せ
ん
。

　と
こ
ろ
が
、
太
田
市
只た

だ
か
り上

の
板
橋
家
所
蔵
の
「
南

み
な
み

瀬せ

口ぐ
ち

姓し
ょ
う

板

橋
家
系
図
」
に
は
、
次
の
よ
う
に
出
て
い
ま
し
た
。
「
従
四
位

下
武
蔵
守
鎮
守
府
将
軍
俵

た
わ
ら

藤と
う

太た

秀ひ
で

郷さ
と

の
孫
長
沼
六ろ

く
ろ
う
ざ
え
も
ん
の
じ
ょ
う

郎
左
衛
門
尉

次
男
、
南
瀬
口
六
郎
左
衛
門
太た

夫ゆ
う

は
新
田
左さ

え

も

ん

の

か

み

衛
門
督
兼
播は

り
ま
の
か
み

磨
守

正
五
位
下
左さ

こ
ん
え
の
ち
ゅ
う
じ
ょ
う

近
衛
中
将
正
四
位
上
源
義
貞
公
次
男
で
左さ

ひ
ょ
う
え
の
す
け

兵
衛
佐

正
四
位
下
義よ

し
お
き興

公
。
延え

ん
ぶ
ん文

三
年
十
月
十
日
、
武
蔵
野
国
於
矢
口

為
竹
澤
御
自
害

　供ぐ

ぶ奉
。
大
嶋
周す

お
う
の
か
み

防
守

　南
瀬
口
六
郎

　由
良

兵
庫
之
助

　同
新
左
衛
門

　土
肥
三
郎
左
衛
門

　市
川
五
郎

　

井い
の
だ
ん
じ
ょ
う

弾
正

　世
良
田
馬
之
助

　篠
塚
東
馬

　船
田
太
郎

　亘
新
左

衛
門

　畑
七
郎
次

　熊
澤
兵ひ

ょ
う
じ司

　以
上
十
三
人
討
死
」

　つ
ま
り
、
藤
原
秀
郷
の
孫
長
沼
六
郎
左
衛
門
の
次
男
南
瀬
口

六
郎
左
衛
門
太
夫
は
新
田
義
貞
の
次
男
新
田
義
興
が
延
文
三
年

（
一
三
五
八
）
十
月
十
日
、
武
蔵
国
矢
口
で
竹
澤
の
為
御
自
害

さ
れ
た
。
そ
の
時
義
興
に
従
っ
た
十
三
人
も
討
死
し
た
（
注
延

文
三
年
は
北
朝
の
年
号
で
、
南
朝
は
正

し
ょ
う
へ
い平

十
三
年
）
。
新
田
義

興
は
義
貞
の
次
男
で
、
そ
の
生
涯
は
太
平
記
に
書
か
れ
て
い
ま

す
。
特
に
太
平
記
巻
三
十
三
「
新
田
左
兵
衛
佐
義
興
自じ

が
い
の
こ
と

害
事
」

に
は
、
詳
し
く
出
て
い
ま
す
。

　建け

ん

む武
四
年
（
一
三
三
七
）、
陸む

つ奥
に
挙
兵
し
た
北
畠
顕あ

き
い
え家

に

応
じ
て
上
野
国
新
田
に
兵
を
挙
げ
共
に
鎌
倉
を
攻
略
し
、
西
上

し
て
足
利
方
と
戦
っ
た
が
、
父
義
貞
が
戦
死
す
る
と
、
上
野
方

面
に
戻
り
、
足
利
尊
氏
方
と
戦
っ
て
い
ま
し
た
。
正
平
十
三
年

尊
氏
が
死
去
す
る
と
、
そ
の
三
男
足
利
基
氏
は
鎌
倉
公く

ぼ

う方
と
し

て
鎌
倉
に
入
り
、
正
平
八
年
か
ら
畠
山
国
清
が
基
氏
の
執
事
と

な
り
ま
し
た
。
義
興
は
、
ひ
そ
か
に
勢
力
を
の
ば
し
て
鎌
倉
を

う
か
が
い
ま
し
た
。

　畠
山
国
清
は
竹
沢
右う

き
ょ
う
の
す
け

京
亮
に
謀
略
を
さ
ず
け
、
正
平
十
三

年
（
北
朝
延
文
三
年

　一
三
五
八
）
十
月
十
日
に
多
摩
川
の
矢

口
で
、
船
の
底
を
く
り
抜
い
て
義
興
ら
十
三
人
を
水
没
さ
せ
ま

し
た
。
そ
の
十
三
人
の
中
に
篠
塚
東
馬
が
お
り
ま
し
た
。
時
に

義
興
二
十
八
歳
。
そ
の
怨
霊
を
鎮
め
る
た
め
、
新
田
大
明
神
と

十
三
人
を
祭
る
社
が
矢
口
の
近
く
に
建
て
ら
れ
ま
し
た
。

細
谷
清
吉
（
歴
史
研
究
家
）


